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第一次出水市総合計画が策定されました②

～人と自然が融和した にぎわいある元気都市 出水市～

先先先先先先先先先先月月月月月月月月月月号号号号号号号号号号のののののののののの広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報いいいいいいいいいいずずずずずずずずずずみみみみみみみみみみにににににににににに引引引引引引引引引引きききききききききき続続続続続続続続続続きききききききききき、、、、、、、、、、総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要ををををををををををおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。先月号の広報いずみに引き続き、総合計画の概要をお知らせします。
ななななななななななおおおおおおおおおお、、、、、、、、、、第第第第第第第第第第一一一一一一一一一一次次次次次次次次次次出出出出出出出出出出水水水水水水水水水水市市市市市市市市市市総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画なお、第一次出水市総合計画（（（（（（（（（（（全全全全全全全全全全体体体体体体体体体体全体）））））））））））はははははははははは市市市市市市市市市市ののののののののののホホホホホホホホホホーーーーーーーーーームムムムムムムムムムペペペペペペペペペペーーーーーーーーーージジジジジジジジジジにににににににににに掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲載載載載載載載載載載ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。は市のホームページに掲載しています。

思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいやややややややややややややややややややややりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりととととととととととととととととととととと温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかさささささささささささささささささささささがががががががががががががががががががががはははははははははははははははははははははぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉のののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり

　高齢社会を迎えて、保健・医療・福祉が連携できる体制を構築するとともに、地域ぐるみで高齢者や要支
援者等を支援する体制整備を図り、共に支え合う健康・福祉のまちづくりを推進します。
　そのため、介護予防の観点から国が取り組む「健康日本２１」（※）の理念の啓発などにより、病気になる前
の健康対策の充実、介護保険制度の十分な活用と介護保険対象外サービスを充実するとともに、ノーマライ
ゼーション（※）理念の啓発と地域環境のバリアフリー（※）化を図ります。
　また、安心して子どもを産み育てる環境の整備や子育て支援体制づくりを進め、併せて、交流や助け合い
を通して、みんなが生きがいをもって暮らせるまちを目指します。
（※）健康日本２１　／壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸及び生活の質の向上を実現することを目的とする

「２１世紀における国民健康づくり運動」
（※）ノーマライゼーション／健常者と障害者とが分け隔てなく生活できる社会
（※）バリアフリー／障害のある人が社会生活をしていくうえで障壁（バリア）となるものを除去するという意

味で、もともと住宅建築用語で登場し、段差等の物理的障壁の除去という意味で用いら
れることが多いが、より広く障害者の社会参加を困難にしている社会的、制度的、心理
的なすべての障壁の除去という意味でも用いられます。

《　施　策　の　概　要　》
健康づくり対策の充実
◆健康いずみ２１（仮称）の策定◆生涯を通じた健康づくりの充実（生活習慣病予防の充実、母子保健の充実、歯科保健の
充実、こころの健康づくり推進）◆健康づくり支援のための体制整備（健（検）診体制の充実、感染症予防体制の充実、健
康づくり組織体制の充実）

医療体制の充実
◆医療供給体制の充実（医療サービスの充実、病院事業の機能分化と地域医療機関との連携強化）◆救急医療体制の充実
（休日夜間医療体制の充実）

医療保険と年金の充実
◆国民健康保険事業の充実（医療費適正化の推進、健康診査、保健事業の充実・強化、保険税の適正賦課及び税収確保）
◆国民年金相談業務の充実

高齢者福祉の充実
◆地域福祉の推進と地域包括ケア体制の確立（福祉意識の高揚と地域づくり、地域による支援体制の構築、地域包括ケ
ア体制の整備）◆総合的介護予防システムの構築◆高齢者が活躍できるまちづくり◆安心と安らぎのある体制づくり（在
宅生活の継続支援、権利擁護体制の整備、認知症ケアの体制整備）◆介護サービスの充実と地域ケアの推進

障害者福祉の充実
◆障害者への理解を深める啓発、広報活動等の推進◆福祉サービスによる生活支援◆安全・安心な生活環境づくり◆相
談支援等の充実◆障害者の就労支援◆保健・医療サービスの充実◆社会参加等の支援（情報・コミュニケーション・ス
ポーツ・文化）◆障害者福祉サービスの計画的な整備・推進

子育て支援・児童福祉の充実
◆啓発活動の推進◆相談・指導の充実◆経済的支援対策の充実◆保育内容の充実、組織の再編及び施設設備の整備推進
◆放課後児童健全育成事業等の推進◆交流事業等の推進◆学習機会の充実◆遊び場等の確保、活動環境等の整備推進

母子（寡婦）・父子福祉の充実
◆実態把握の推進◆相談・指導の充実◆経済的支援策の充実◆就労環境等の充実◆団体の育成

地域福祉の充実
◆地域福祉の活動支援と人材育成◆相談体制の充実◆社会保障制度の適正運用
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　郷土の歴史に培われた貴重な地域文化資源を掘り起こし、その資源を継承し、ネットワーク化することを
通して、歴史と文化が薫るまちづくりの理念のもと、中央公民館等においては、生涯学習の観点に立った積
極的な学習支援と教育環境の整備を図り、心豊かで心身ともに健全な市民の育成を目的とした施策を推進し
ます。
　また、まちづくりの拠点である公民館活動においては、地域の伝統・文化などの伝承活動や地域コミュニ
ティの活性化を支援します。
　そのためには、豊かな知識と経験をもった高齢者や、ボランティア団体などの各種団体、ＮＰＯ（※）等の
人材の有効活用を図ります。学校教育においては生涯学習の基礎を培う観点から、児童生徒の個性を生かし、
生きる力を育成するとともに、安全・安心な教育環境の整備と地域に開かれた学校づくりに努め、幼児から
高齢者まで「いつでも・どこでも・だれでも」学習できる体制を充実します。
　また、高速交通網の整備に伴い、地方ならではの豊かさが見直される中、豊かな自然環境や地域資源を生
かして、他市町村との地域間交流を促進します。
　さらに、地域の特色を生かした文化・スポーツ・産業・観光などの国際的な交流を推進します。
（※）ＮＰＯ／Non-Profit Organizationの略。民間非営利組織。株式会社などの営利企業とは違って、利益を関

係者に分配しない、社会性の高い事業を行う組織のこと。

《　施　策　の　概　要　》
生涯学習の推進
◆生涯学習推進本部の組織の充実◆生涯学習推進計画の策定◆生涯学習活動の充実◆人材の確保・育成◆生
涯学習関連施設活用の促進

社会教育の充実
◆家庭教育の充実◆青少年教育の充実◆成人教育の充実◆社会教育関係団体の育成

幼児教育の充実
◆適切な教育課程の編成と実施◆家庭・小学校・地域との連携◆環境の充実◆組織の再編

義務教育の充実
◆学習指導の充実◆へき地・小規模校（複式）教育の充実◆情報教育の充実◆特別支援教育の充実◆道徳教育
の充実◆生徒指導の充実◆キャリア教育の充実◆人権教育の充実◆保健体育及び安全教育の充実◆学校経営
の充実◆教職員の資質向上◆通学区域の在り方等の検討◆施設設備の充実

高校教育の充実
◆心の教育の推進◆特色ある学校づくり◆進路指導の充実◆教育環境の整備充実◆地域との連携

文化の振興
◆文化財の保存・活用◆文化活動の推進◆文化施設の機能維持と活用◆ツル博物館クレインパークいずみの
展示内容等の充実と活用

スポーツ・レクリエーションの振興
◆市民総スポーツ・レクリエーションの推進◆各種団体の育成・充実◆競技力向上の推進◆社会体育指導体
制の充実◆社会体育施設・設備の整備とその活用

コミュニティ活動の充実
◆コミュニティ組織の支援・充実◆コミュニティ活動への住民参画

人権の尊重
◆人権教育活動の推進◆啓発活動の推進

地域間交流・国際交流の推進
◆地域間交流（地域間交流の拡充、友好都市や姉妹都市盟約）◆国際交流（人材育成、国際交流の拡充）



4広報いずみ ２００８（平成２０年）７/１号

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222220000000000年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度税税税税税税税税税税制制制制制制制制制制改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正等等等等等等等等等等にににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴いいいいいいいいいい市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税等等等等等等等等等等をををををををををを改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす！！！！！！！！！！平成20年度税制改正等に伴い市税等を改正します！
市県民税の主な改正の内容について
　◆公益法人制度改革に伴い、法人住民税の均等割額等について、一部改正します。

　◆「ベンチャー企業」による個人投資家からの資金調達をサポートするために創設された税制優遇措置であ

る「エンジェル税制」を一部廃止します。

　◆いわゆる「ふるさと納税」に対応するために寄付金税制を改正します。

　　　�と�の合計額を税額控除します。

　　　�〔地方自治体に対する寄付金－５千円〕×１０％　

　　　�〔地方自治体に対する寄付金－５千円〕×〔９０％－０～４０％（寄付者に適用される所得税限界税率）〕

　　※寄付金総額のうち、税額控除の対象となる寄付金額は、寄付者の総所得金額等の３０％を上限とします。

　　　また、�の額については、寄付者の個人住民税所得割額の１割を限度とします。

　

　◆現行の給与からの特別徴収制度に加えて、老齢基礎年金等からの特別徴収制度を創設します。

　◆肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例を一部改正します。

　◆証券税制を以下のとおり一部改正します。

　　　　　①上場株式等の配当所得・譲渡所得の軽減税率を廃止します。

　　　　　　（一部経過措置は残します。）

　　　　　②上場株式等の配当所得の申告分離課税を導入します。

　　　　　　（総合課税方式との選択性とします。）

　　　　　③上場株式等の配当所得・譲渡所得の損益通算制度を導入します。

固定資産税の改正について
　�省エネ改修工事を行った既存住宅に対する減額措置を始めます！

　　　平成２０年４月１日から平成２２年３月３１日までの間に、以下のすべての条件を満たす省エネ改修工事を

行った既存住宅に対する翌年度分の固定資産税の３分の１を減額します。

　　①窓の改修工事に加えて、床の断熱改修工事、天井の断熱改修工事または壁の断熱改修工事を行うこと

で、各部位が現行の省エネ基準に適合するようになること。

　　②改修工事が平成２０年１月１日時点で存在する住宅（賃貸を除く）において行われること。

　　③改修工事に要する費用が３０万円以上であること。

　　※改修後３カ月以内に建築士等による証明書を添付して、市に申告していただく必要があります！

　

　�長期優良住宅（２００年住宅）に対する特例減額措置を始めます！

　　　平成２０年１０月１日から平成２２年３月３１日までの間に、長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定

する認定基準に基づき、行政庁の認定を受けて新築された住宅に対する５年度分（中高層耐火住宅につ

いては７年度分）の固定資産税の２分の１を減額します。

　　［通常の新築住宅の固定資産税の減額は、新築から３年度分（中高層耐火住宅については５年度分）で

す。］

　　※認定を受けて新築された住宅であることを証明する書類を添付して、市に申告していただく必要があ

ります！

　�公益法人制度改革に伴い、公益法人等に対する非課税措置を一部改正します。
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国民健康保険税の改正について
　◇税率等の改正

　　［改　正　前］　　　　　　　　　　　　　　　［改　正　後］

※国の制度改正に伴い、基礎課税額の税率を、「基礎課税額」と「後期高齢者支援金等課税額」の税率に振り分
けたもので、税率総体では増減の変更は行いません。
　（高額所得世帯等に係る課税限度額は、合計６５万円⇒６８万円とします。）

　◇長寿医療制度（後期高齢者医療制度）創設に伴う国民健康保険税減額措置の創設
　　①５年間、国保から移行した後期高齢者医療保険被保険者の所得および人数も含めて均等割および平等

割の５割・２割軽減を行います。
　　②５年間、国保から移行した後期高齢者医療保険被保険者と同一の世帯に属する国保被保険者が国保単

身世帯になる場合、基礎課税額および後期高齢者支援金等課税額に係る平等割を半額とします。（※
軽減対象世帯については、その上さらに軽減します。）

　　③２年間、被用者保険（健康保険組合・政府管掌健康保険・共済組合等）の被保険者が長寿医療制度に移
行することで、その方の６５歳以上の被扶養者が国保被保険者となる場合、その旧被扶養者に係る所得
割および資産割は課税しません。さらに、均等割は半額とし、国保単身世帯になる場合は平等割も半
額とします。（※７割軽減世帯においては、７割減額とします。）

　　※①、②の期間は、国民健康保険から移行した後期高齢者医療被保険者が国民健康保険の資格を喪失し
た日の前日の属する月以後５年間です。

　　　③の期間は、旧被保険者が国民健康保険の資格を取得した日の属する月以後２年間です。

　◇老齢等年金からの特別徴収制度
　　　本年４月から、国民健康保険の加入者がすべて６５歳以上７５歳未満である国保世帯の世帯主に対する老
齢等年金からの特別徴収制度を始めております。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料について
　　詳細については、すでに広報いずみ１月１日号等でお知らせしていますが、納入義務者に対しては、７
月中旬に賦課決定通知書（年間確定保険料の決定通知書）をお送りします。

介護保険料の一部改正について
　　平成２０年度も引き続き、介護保険料の激変緩和措置を継続します。

　　［税制改正（市税等）の詳細に関する問い合わせ先］

　　　本庁税務課（��２１１１、１１３・１１７）

�

�
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�
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�������������������������������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

介護納付金
課　税　額基礎課税額

２％１０％所得割

５％２１％資産割

６，５００円２６，０００円均等割

６，０００円２９，０００円平等割

９０，０００円５６０，０００円限度額

介護納付金
課　税　額

後期高齢者支
援金等課税額基礎課税額

２％２％８％所得割

５％６％１５％資産割

６，５００円６，０００円２０，０００円均等割

６，０００円８，０００円２１，０００円平等割

９０，０００円１２０，０００円４７０，０００円限度額

�
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『
す
く
す
く
』
は
現
在
、　

家
族　

人
が
会

３０

６２

員
。
毎
月
、
第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午
前　
１０

時　

分
ご
ろ
に
な
る
と
次
々
と
会
場
の
高
尾

３０
野
図
書
館
に
会
員
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
会

で
は
、
会
員
が
交
代
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
す
く
す
く
」の
楽
し
い
ひ
と
時

は
、
手
遊
び
や
わ
ら
べ
歌
で
始
ま
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
ひ
ざ
に
座
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お

母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
で
、
目
を
き
ら
き
ら
さ

せ
て
集
中
し
て
い
ま
す
。
言
葉
は
分
か
ら
な

く
て
も
絵
本
を
見
つ
め
る
表
情
は
真
剣
で
す
。

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
協
力
も
あ

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
が
始
ま
る
と
、
子
供
た
ち
は

お
話
の
世
界
へ
入
り
込
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

会
は
平
成
４
年
、
高
尾
野
町
公
民
館
教
室

「
親
子
読
書
教
室
」
と
し
て
発
足
。
平
成
８

年
４
月
か
ら
は
、
図
書
館
活
動
の
親
子
読
書

会
と
し
て
会
員
が
代
わ
り
な
が
ら
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
日
ご
ろ
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
数
多
く
顕
彰
さ
れ
、
平
成　

年
１４

度
の
鹿
児
島
県
図
書
館
大
会
に
お
い
て
は
、

「
優
良
親
子
読
書
会
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。『
す
く
す
く
』
は
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
幼

児
期
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親
が
、
絵
本
を

と
お
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
に
楽
し
む
グ

ル
ー
プ
で
す
。
言
葉
が
分
か
ら
な
く
て
も
絵

本
を
介
し
て
、
子
ど
も
に
た
く
さ
ん
の
温
か

い
言
葉
を
か
け
、
じ
っ
く
り
読
ん
で
あ
げ
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
想
い

で
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

折
り
紙
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
読
み
聞
か

せ
を
導
入
す
る
ほ
か
、
市
の
行
事
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
の
責
任
者
を
務
め
た
切
通
秀
美
さ

１９
ん
は
、
平
成　

年
度
に
同
会
が
発
行
し
た

１９

『
ぶ
ん
し
ゅ
う　

す
く
す
く
』
の
あ
と
が
き

で
、「
す
く
す
く
の
活
動
を
通
し
て
思
い
出

さ
れ
る
の
は
、
絵
本
を
見
つ
め
る
子
ど
も
た

ち
の
顔
、
そ
れ
は
笑
顔
で
あ
っ
た
り
、
ハ
ラ

ハ
ラ
し
た
顔
で
あ
っ
た
り
、
そ
ん
な
表
情
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
を
見
る
た
び
に
『
読
み
聞

か
せ
っ
て
い
い
な
あ
』
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
癒
さ
れ
る
の
は
実
は

私
た
ち
親
の
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」と
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
役
員
の
皆
さ
ん
（
西
村
真

２０

理
さ
ん
、
原
口
木
綿
子
さ
ん
、
高
橋
美
紀
さ

ん
、
福
永
弘
恵
さ
ん
）
は
、
新
し
い
会
員
の

加
入
を
「
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
」
と
歓
迎
し
て

い
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
毎
月　

日
を
「
子
ど
も
と
い

２３

っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」
と
な
る
よ
う
提
唱
し

て
い
ま
す
。
本
好
き
な
子
ど
も
に
育
て
る
た

め
に
は
、
親
と
子
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
本

を
読
む
習
慣
を
つ
く
る
の
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
市
内
に
は
、「
親
子
読
書
会
」
が
小
学
校

や
幼
稚
園
な
ど
で
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
定
例
的
な
読
書
や
読
み
聞

か
せ
が
親
子
い
っ
し
ょ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
親
子
読
書
教
室
『
す
く
す
く
』

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
もももももももももももももももももももも

私
た
ち
も

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももも
読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
をををををををををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
ええええええええええええええええええええ
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

子
ど
も
読
書
活
動
を
支
え
ま
す　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
しししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
にににににににににににににににににににに
読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
をををををををををををををををををををを

親
子
い
っ
し
ょ
に
読
書
を
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

実
践
中

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

　

親
子
読
書
教
室『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

す
く
す
く
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』
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本
市
で
は
、『
出
水
兵
児
読
書
活
動
推
進
計

画
』を
策
定
し
、
昨
年
度
か
ら『
読
書
活
動
日

本
一
の
ま
ち
づ
く
り
』を
目
指
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

『
子
ど
も
会
文
庫
』の
設
置
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
先
月
か
ら『
子
ど
も

会
文
庫
』を
設
置
し
て
い
る
自
治
会
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
柴
引
自
治
会
の
取
り
組
み
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

柴
引
自
治
会
子
ど
も
会
文
庫

柴
引
自
治
会
子
ど
も
会
文
庫

設
置
時
期

　

合
併
以
前
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
方
法

　

本
は
自
治
会
員
に
呼
び
か
け
、
家
庭
で
読

ま
れ
な
く
な
っ
た
本
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

本
棚
は
公
民
館
備
え
付
け
の
靴
箱
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

蔵
書
冊
数

　

約　

冊
。
児
童
文
学
な
ど
子
ど
も
向
け
の

５００
本
を
多
数
揃
え
て
い
ま
す
。

利
用
時
間

　

定
例
会
等
、
公
民
館
開
放
時
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

公
民
館
内
で
の
利
用
に
限
ら
ず
、
自
宅
で

の
利
用
も
で
き
ま
す
。

　

自
己
責
任
で
利
用
し
て
お
り
、
貸
出
冊
数

お
よ
び
期
間
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
状
況

　

定
例
会
時
に
は
大
人
も
よ
く
利
用
し
て
お

り
、
持
ち
帰
っ
て
本
を
読
む
方
も
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
行
事
な
ど
の
反
省
会
時
に
は
、

多
く
の
子
ど
も
が
本
を
手
に
と
っ
て
い
ま

す
。

今
後
の
活
用
方
法

　

平
成　

年
度
も
自
治
会
員
に
呼
び
か
け
、

２０

本
を
集
め
る
予
定
で
す
。

　

本
棚
に
つ
い
て
は
、
元
々
靴
箱
で
あ
り
、

大
型
の
本
を
縦
に
置
く
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
自
治
会
で
話
し
合
っ
た
後
、
使
い

や
す
い
形
に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
自
治
会
員
の
協
力
を
得
て
、
文

庫
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
も
行
い

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
会（
自
治
会
）文
庫
の
紹
介

子
ど
も
会（
自
治
会
）文
庫
の
紹
介

　
「
ど
の
よ
う
に
し
て
子
ど
も
会
文
庫
を
設

置
す
れ
ば
い
い
の
か
良
く
わ
か
ら
な
い
」等

お
困
り
の
場
合
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

集
め
る
本
の
種
類

（
各
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
）

　

子
ど
も
向
け
の
調
べ
学
習
本（
図
鑑
・
事
典

・
辞
典
・
伝
記
）、
絵
本
、
児
童
文
学（
全

集
も
含
む
）、
歴
史
、
宇
宙
、
恐
竜
、
動
物
、

昆
虫
、
乗
り
物
、
手
芸
、
料
理
、
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
本
な
ど
。

集
め
る
冊
数

（
そ
れ
ぞ
れ
で
管
理
で
き
る
冊
数
）

　

最
初
か
ら
、
無
理
し
て
た
く
さ
ん
集
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
進
め
ら
れ

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

集
め
る
手
順

◎
前
も
っ
て
各
家
庭
に
連
絡
し
て
か
ら
始
め

ま
す
。

◎
各
家
庭
で
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
の

で
も
う
要
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
提
供
し

て
も
ら
え
る
本
を
決
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

◎
集
め
る
日
を
話
し
合
っ
て
決
め
ま
す
。

注
意
事
項

☆
雑
誌
や
マ
ン
ガ
本
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
提

供
し
て
下
さ
る
方
に
、
提
供
後
の
本
の
取

り
扱
い
は
自
治
会
や
子
ど
も
会
に
一
任
し

て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

☆
本
棚
な
ど
入
れ
物
は
不
要
品
と
な
っ
た
三

段
ボ
ッ
ク
ス
や
紙
箱
な
ど
再
利
用
で
き
る

も
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

☆
こ
の
文
庫
は
図
書
館
と
は
直
接
関
係
は
あ

り
ま
せ
ん
。

☆
学
校
の
図
書
館
や
公
立
図
書
館
か
ら
借
り

た
本
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

☆
図
書
館
の
本
は
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル
な
ど

が
貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

ここここここここここここここここここここ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももも
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

こ
れ
か
ら
子
ど
も
会（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

自
治
会
）））））））））））））））））））））文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫
文
庫

のののののののののののののののののののの
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
をををををををををををををををををををを
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええ
てててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

の
設
置
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
へ

「私の読書活動！」の原稿を募集「私の読書活動！」の原稿を募集
　市民の皆さんが日頃家庭や地域で行っている「読
書活動」を市立図書館に教えてください。市の広報
紙で紹介をします。
　詳しくは次のとおりです。
応募できる方　どなたでも応募できます。
原稿の作り方
　４００字程度で作ってください。
　様式は問いません（原稿用紙でなくても構いませ
ん）。
　パソコン等で作成される方は、印刷用紙に打ち
出されたものでも結構です。
　また、電子メールでの投稿も受け付けます。
　原稿には、必ず住所、自治会、氏名、電話番号を
記入してください。
　※読み聞かせグループ等に入っている方は、で
きれば団体名もお願いします。
応募期限
　随時受け付けます。
そ の 他
　原稿は原則として返却しません。
　すいこうを行った後、掲載いたしますのでご了
承ください。
問い合わせ先
　〒８９９－０２０５　出水市本町３－１４
　　出水市立中央図書館
　　（�○６３ ２１０５、�○６２ ９４３９）
　メールアドレス
　　tosho_c@city.izumi.kagoshima.jp



8広報いずみ ２００８（平成２０年）７/１号

《
出
水
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
》

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
７
月
の
鹿
児
島
県

１８

北
部
豪
雨
災
害
等
を
教
訓
に
、
今
後
災
害
の

お
そ
れ
が
あ
る
時
や
災
害
が
発
生
し
た
際
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
１
人
で
避
難
が
困
難

な
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、「
出
水
市
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画（
全
体
計

画
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
も
と
に
本
年
度
か
ら
次
の
と

お
り
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
災
害
時
要
援
護
者
と
は
》

　

災
害
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
な
ど
災
害
時
の
一
連
の
行
動
を

と
る
の
に
他
人
の
手
助
け
が
必
要
な
皆
さ
ん

で
、
在
宅
の
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
、

乳
幼
児
、
妊
婦
等
が
該
当
し
ま
す
。

　

次
の
皆
さ
ん
の
個
別
計
画
作
成
を
優
先

　

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

◎
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

◎
介
護
保
険
の
要
介
護
３
、
４
ま
た
は
５
と

判
定
さ
れ
て
い
る
方

◎
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

◎
こ
の
ほ
か
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
方

例
・
・
・
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
夫
婦
と
も

に
高
齢
で
避
難
を
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
な
ど

《
こ
の
制
度
を
支
え
る
組
織
づ
く
り
》

　
「
出
水
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画（
全
体
計
画
）」を
も
と
に
、
今
後
、
自
治
会

連
合
会
へ
の
周
知
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
等
で
の
協
議
を
重
ね
て
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
の

支
援
者
を
募
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

《
支
援
者
の
活
動
は
》

　

普
段
は
、
支
援
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
に
声

掛
け
や
見
守
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
日
ご

ろ
か
ら
で
き
る
範
囲
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
は
、

市
な
ど
行
政
機
関
か
ら
の
防
災
情
報
の
伝
達

や
避
難
が
必
要
な
と
き
は
手
助
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

《
地
域
の
支
え
合
い
》

　

市
で
は
大
規
模
災
害
等
に
備
え
、「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
。」こ
と
や「
地
域
の
安

全
は
地
域
で
守
る
。」と
い
う
共
助
を
皆
さ
ん

に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん（
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
な
ど
）も
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で
支
え
合

う
精
神
を
育
ん
で
い
た
だ
き
、
災
害
時
も
自

主
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
登
録
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
》

◆
支
援
す
る
方
々
に
本
人
の
名
前
や
住
所
な

ど
の
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
災
害
に
よ
っ
て
は
、
支
援
し
て
く
れ
る
方

が
近
く
に
い
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
登
録
に
よ
り
必
ず
助
け
て
も
ら
え

る
こ
と
を
保
障
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
、

ま
た
、
支
援
す
る
方
々
は
責
任
を
負
う
も

の
で
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

《
登
録
す
る
に
は
》

◇
本
人
に
よ
る
申
請（
左
記
窓
口
へ
）

　
　

※
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
。

◇
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
等
に
よ
る
戸

別
訪
問
調
査
に
よ
る
申
請

担
当
部
署
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
・
・
・

　
　

い
き
い
き
長
寿
課（
�
�
４
０
４
６
）

　
　

福
祉
課（
�
�
４
０
４
５
）

　

高
尾
野
支
所
・
・
・

　
　

市
民
福
祉
課（
�
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
・
・
・

　
　

市
民
福
祉
課（
�
�
４
８
１
４
）

本
制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課

　
　

防
災
・
危
機
管
理
室（
�
�
０
１
６
３
）

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

　

災
害
時
等
に
他
者
の
支
援
が
な
け
れ
ば
安
全
な
場
所
に
避
難
で
き
な
い
皆
さ
ん
を
地

域
で
手
助
け
し
ま
し
よ
う
。

　

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
皆
さ
ん
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
登
録

を
行
い
、
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
誕
生

　

従
来
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
策
定
に

関
わ
る
委
員
会
は
、
有
識
者
や
、
職
場
や

団
体
な
ど
の
充
て
職
に
よ
る
委
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
分
権

の
進
展
と
と
も
に
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、
ま
た
、
市
民
参
画

の
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
委
員
を
公
募

し
市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
流
れ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
委
員
会

や
審
議
会
に
お
い
て
は
、
公
募
に
よ
る
委

員
の
数
に
は
定
数
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
一

部
の
市
民
の
声
で
し
か
な
く
、
大
多
数
の

市
民
意
見
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
が
導
入
さ
れ
、

会
に
参
加
し
て
い
な
い
市
民
の
声
を
計
画

等
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
私
た
ち
の
自
治
基
本
条
例
で
は

　

私
た
ち
自
治
基
本
条
例
策
定
検
討
委
員

は
公
募
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ

り
、
市
民
代
表
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取

り
込
ん
だ
条
例
素
案
を
市
長
に
提
言
で
き

る
よ
う
に「
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
実
施
し

ま
す
。「
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
」で
は
、
私
た
ち

が
考
え
た
条
例
策
定
の
目
的
や
内
容
等
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
説
明
し
、
意
見
交

換
を
行
い
、
条
例
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
意
見
も

聴
取
で
き
る
よ
う
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
と
同
じ
よ
う
な
手
続
き
に
よ
り
意
見
の

集
約
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
・
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』

『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
』と
は
、
市
の

基
本
的
な
政
策
等
の
策
定
に
当
た
り
、
市

役
所
の
本
庁
や
支
所
を
は
じ
め
と
す
る
公

共
施
設
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
、

広
く
市
民
等
か
ら
意
見
を
求
め
、
そ
の
意

見
に
対
し
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る
手
続

を
い
い
ま
す
。

わんぱくトライアル
～集まれ！わんぱくキッズ～

期　　間　７月２３日（水）～同２５日（金）の２泊３日
対 象 者　市内の小学４年生から６年生までの児童

（市外居住の親戚等も参加できます）
定　　員　３５人（定員になり次第締め切ります）
内　　容　野外冒険活動、野外炊飯、市民の森ハイク、

星座観察、キャンプ、記念品作製等
参 加 料　３，５００円（食費、活動材料費等）
申込期間　７月１日（火）～同１０日（木）
　　　　　※電話で申し込みを受け付け、後日、申込

者に参加申込書を郵送します。
申込・問い合わせ先　市青年の家（�○６３ ２１３５）

～街づくりに役立っています～　　　　
　　　　サマージャンボ宝くじ

　今年も「サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）」が、全
国の宝くじ売り場で発売されます（１枚３００円）。　
　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業などの地方
債資金として、明るく住みよい街づくりに使われます。

発売期間　７月１４日（月）～８月１日（金）
抽せん日　８月１２日（火）
当せん金　１等　　　　２億円×４０本
　　　　　１等前後賞　５，０００万円×８０本
　　　　　２等　　　　１億円×８０本
　　　　　３等　　　　１，０００万円×４００本
　　　　　４等　　　　５０万円×４，０００本
　　　　　５等　　　　１万円×４００，０００本など

出水地区歯科保健講演会を開催します

日　時　７月２４日（木）　午後３時～同５時
場　所　出水市鶴丸会館
入場料　無　料
講　師　瀬戸上　ユウ子氏
　　　　（やまびこ医療センター　歯科衛生士）
演　題　「生活のしづらさ」を予防的視線で支援
問い合わせ先
　　　　出水郡歯科医師会学術担当
　　　　石沢歯科医院内（�○８４ ４４１１、�○８４ ４４１５）

パブリックコメント誕生後の
市民意見の聴取

有識者
充て職委員
公募委員

計画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
長
へ
提
言

みみ
んん
なな
でで
つつ
くく
ろろ
うう
！！
自自
治治
基基
本本
条条
例例

第第
４４
回回

市市
民民
意意
見見
のの
聴聴
取取
にに
つつ
いい
てて

自治基本条例における
市民意見の聴取

公募委員

条例
素案

第
１
回
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン

第
２
回
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン

意
見
の
集
約

市
長
へ
提
言

出水地区出身の医師をご紹介ください
　ご承知のとおり、平成１６年度から新たな医師の研修医制度
が始まり、大学医局にも医師が不足しているため、大学から
医師派遣がなく、休診せざるを得ない診療科が増えており、
医師不足が深刻な状況です。
　今後とも大学病院等には医師派遣について強く要望して
いきますが、当院といたしましても、医師確保の取り組みの
一つとして、出水地区周辺出身の医師に当院のことを周知し、
ふるさとで働いていただけないか、ご相談したいと思ってい
ます。
　皆様がご存知の出水地区周辺出身医師の情報がありまし
たら、差しつかえない範囲で結構ですので、ご連絡ください
ますようお願いいたします。
情報提供およびお問い合わせ先
　出水総合医療センター庶務課（�○６７ １６１１、�○６７ １６６１）
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おお らら せせ知知
　

市
で
は
、　

歳
以
上
で
、
次
の

６５

要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
の
介

護
保
険
料
を
減
額
し
ま
す
。

◎
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

（
介
護
保
険
料
が
第
２
段
階
）で

あ
る
こ
と

◎
世
帯
全
員
の
収
入
合
計
金
額
が

　

万
円（
世
帯
人
員
が
１
人
増

４０す
ご
と
に　

万
円
を
加
え
る
）

４０

以
下
で
あ
る
こ
と

◎
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

ま
た
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
な
い
こ
と

◎
同
一
生
計
世
帯
員
の
現
金
、
預

貯
金
の
合
計
が　

万
円（
世
帯

１２０

人
員
が
２
人
以
上
の
場
合
は

　

万
円
）を
超
え
な
い
こ
と

１６０
◎
有
価
証
券
等
処
分
で
き
る
資
産

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

減
額
率

　

第
２
段
階
の
額
を
第
１
段
階
相

当
額
に
減
額
し
ま
す
。

 

申
請
の
方
法

　

本
庁
税
務
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
物

　

医
療
保
険
証
、
印
鑑

提
出
す
る
物

　

収
入
が
わ
か
る
も
の（
年
金
払

込
通
知
書
、
源
泉
徴
収
票
、
確

定
申
告
書
の
写
し
等
）、
預
金

通
帳
の
写
し
、
有
価
証
券
等
の

写
し
。

申
請
の
期
間

　

７
月　

日（
木
）ま
で

３１

※
虚
偽
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
出
水
市
介
護
保
険
条
例
第

　

条
に
よ
り
過
料
の
対
象
と
な

２１り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
　
（
�
○６３
 

４
０
３
１
）

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　

介
護
保
険
係（
�
○６３
 

４
０
４
９
）

　

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め

に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
、
国
が
作
っ

た
退
職
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
事

業
主
の
方
は
、
現
場
で
働
く
方
々

の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
、
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界

で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛　

金　

日
額　

円
３１０

特　

長

◎
国
の
制
度
な
の
で
、
安
全
・
確

実
で
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

　

鹿
児
島
支
部（
�
０
９
９
―
２

５
７
―
９
２
１
６
）

　

鹿
児
島
県
で
は
、
家
畜
商
に
な

り
た
い
方
の
た
め
の
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

開
催
日

　

８
月
４
日（
月
）、
５
日（
火
）

開
催
場
所

　

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
７
階
大

会
議
室

申
込
方
法

　

受
講
申
請
書
に
講
習
手
数
料

（
３
千　

円
）分
の「
鹿
児
島
県

３００

収
入
証
紙
」お
よ
び「
写
真
」を

添
付
し
、
必
要
事
項
を
記
載
押

印
の
上
、
７
月　

日（
金
）ま
で

１８

に
鹿
児
島
県
農
政
部
畜
産
課

（
〒
８
９
０
―
８
５
７
７
鹿
児

島
市
鴨
池
新
町　

番
１
号
）へ

１０

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
申
請
書
請
求
お
よ
び
問
い
合

わ
せ
先

　

鹿
児
島
農
政
部
畜
産
課

　
（
�
０
９
９
―
２
８
６
―
２
１

１
１
、
内
線
３
２
２
５
）

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局
農

林
水
産
部
出
水
支
所
農
政
普
及

課（
�
○６３
 

３
１
１
１
、
内
線
３

２
５
）

　

本
庁
農
林
水
産
課
農
畜
産
係

（
�
○６３
 

４
０
５
６
）

【
お
詫
び
】

　

広
報
い
ず
み
６
月
号
の　

ペ
ー

１６

ジ
、「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま

ち
応
援
基
金
条
例
」の
記
事
の
中

で
、
寄
付
金
控
除
の
説
明
文
に
説

明
不
足
の
点
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
文
章
を
追
加
し
ま
す
。

な
お
追
加
文
は
次
の
文
章
の　
　

線
部
分
で
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
は
五
千
円
を
超

え
る
額
が
、
い
わ
ゆ
る「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」の
寄
付
金
控
除（
所

得
税
・
住
民
税
控
除
）の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
個
人
住
民

税
所
得
割
額
の
一
割
が
控
除
の
上

限
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
附
金
税
制
に
関
す
る

こ
と
は
、
今
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
に

詳
し
く
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
を
減
額

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
制
度
）の
ご
案
内

平
成　

年
度

20家
畜
商
講
習
会
を
実
施

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち

応
援
基
金
条
例
」
を
制
定

保険料額
（年　額）保険料区分

２０，５２０第１段階
２２，８００第２段階
３４，２００第３段階
４５，６００第４段階
５７，０００第５段階
６８，４００第６段階
７９，８００第７段階

自動交付機の使用停止について

　７月５日（土）午前７時３０分から午後８時まで、
本庁、各支所の自動交付機がメンテナンスのた
め使用できませんので、お知らせします。
問い合わせ先
　本庁市民生活課住民年金係
　（�○６３ ４０３８）
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子
宮
が
ん
の
予
防
と
検
診

　

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
が
ん
が
あ

り
ま
す
。
女
性
特
有
の
が
ん
と
し

て
乳
が
ん
、
卵
巣
が
ん
と
子
宮
が

ん
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
子

宮
が
ん
は
さ
ら
に 
頸  
部 
が
ん
と
体

け
い 
ぶ

部
が
ん
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
 
頸  
部 
が
ん
の
患
者
数
は
減
っ
て

け
い 
ぶ

き
て
い
ま
す
が
、
年
代
別
に
み
る

と　

歳
か
ら　

歳
代
の
患
者
数
が

２０

３０

増
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
、
大
き

な
要
因
と
い
わ
れ
て
お
り
、
若
年

層
の 
頸  
部 
が
ん
の
増
加
に
は
、
こ

け
い 
ぶ

の
こ
と
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。「
が
ん
」と
い
う

と
、
若
い
方
は
関
係
な
い
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
早
期
発
見
の
た
め

に
は　

歳
代
か
ら
の
検
診
受
診
が

２０

必
要
で
す
。
ま
た
、
衛
生
状
態
の

悪
い
途
上
国
で
は 
頸  
部 
が
ん
が
多

け
い 
ぶ

く
、
先
進
国
で
は
少
な
い
と
い
わ

れ
ま
す
。
か
ら
だ
を
清
潔
に
す
る

こ
と
も 
頸  
部 
が
ん
予
防
に
は
必
要

け
い 
ぶ

な
こ
と
で
す
。

　

以
前
は
、
子
宮
が
ん
と
い
う
と

 
頸  
部 
が
ん
が
ほ
と
ん
で
し
た
が
、

け
い 
ぶ

最
近
は
体
が
ん
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
閉
経
を
迎
え
る　

歳
前
後
か

５０

ら
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
年
代
の

女
性
は
閉
経
・
更
年
期
障
害
で
体

調
不
良
が
あ
る
こ
と
も
多
く
、
な

ん
ら
か
の
症
状
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
せ
い
と
考
え
て
医
療
機
関
を
受

診
し
な
い
方
も
い
ま
す
。
現
在
、

市
の
集
団
検
診
で
は 
頸  
部 
が
ん
の

け
い 

ぶ

検
査
の
み
で
、
体
部
が
ん
の
検
査

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
不
正
出

血
等
の
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

早
め
の
医
療
機
関
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
体
脂
肪
の
増
加
、

動
物
性
脂
肪
の
摂
り
す
ぎ
は
、
体

部
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
体
重
の
管
理
と

動
物
性
脂
肪（
肉
の
脂
身
、
バ

タ
ー
等
）を
と
り
過
ぎ
な
い
等
の

注
意
も
必
要
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
子
宮
、
乳
が
ん

２０

検
診
は
７
月　

日
か
ら
８
月
１
日

１４

ま
で（
出
水
地
区
）と　

月
８
日
か

１２

ら
同　

日
ま
で（
出
水
地
区
の
一

１９

部
、
高
尾
野
地
区
、
野
田
地
区
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
宮
が
ん

は
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り「
治
る

が
ん
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー（
�
�
２
１
４
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親子で療養所を親子で療養所を

訪ねてみませんか？　　訪ねてみませんか？

　県では、親子でハンセン病療養所の訪問を希望され

る方々を募集しています。

申込方法

　　ハガキ、電話、ＦＡＸ、電子メールのいずれかで、

訪問施設名、住所、氏名、年齢、性別、職業または

学年、電話番号、連絡先、今までの参加経験の有無

をお知らせください。参加料は無料です。

　　決定は７月末に文書でお知らせします。

申込期限

　７月１８日（金）

申込先

　鹿児島県庁保健福祉部健康増進課

　ハンセン病担当相談窓口

　〒８９０－８５７７　鹿児島市鴨池新町１０番１号

　�０９９－２８６－２７２０　ＦＡＸ０９９－２８６－５５５６

　電子メールアドレス

　　kansensy@pref.kagoshima.lg.jp

星塚敬愛園
（鹿屋市星塚町４２０４番地）

８月５日（火）訪 問 日

小・中学生とその保護者、
高校生等（約３０組、先着１２５人）

募集対象

８：２０　集合（県庁）
１０：３０　鹿屋市役所経由
１０：５５　星塚敬愛園着
１１：００～１４：２０
　　　　敬愛園内で交流
１４：３０　星塚敬愛園発
１４：５０　鹿屋市役所経由
１７：０５　県庁解散

日程概要

◇星塚敬愛園は入所者との交流が図りやすいように、
親子での参加を優先し、先着１２５人とします。
◇昼食は、各自準備してください。
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
ど
な
た
で
も
館
内
で
本
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
は
、
利
用

者
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
本

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
３
館

す
べ
て
に
利
用
で
き
ま
す
。

◎
本
は
３
館
合
わ
せ
て
８
冊
ま
で
、

２
週
間
の
期
限
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
し
い
本
の
紹
介（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
マ
チ
ル
ダ
ば
あ
や
、
ロ
ン
ド
ン

へ
行
く（
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ナ
・
ブ
ラ

ン
ド
）▼
た
こ
や
き
か
ぞ
く（
に
し

も
と
や
す
こ
）▼
ぼ
く
、
お
よ
げ
な

い
の（
ア
ン
バ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
）▼
ピ
ー
の
お
は
な
し（
き
も
と

も
も
こ
）▼
か
ぶ
と
三
十
郎
き
み

の
た
め
に
生
き
る
の
巻（
宮
西
達

也
）▼
き
ち
ょ
う
め
ん
な
な
ま
け

も
の（
ね
じ
め
正
一
）▼
五
月
は
花

笠
！（
後
藤
竜
二
）▼
あ
ら
い
ぐ
ま

の
ア
リ
ス（
竹
下
文
子
）▼
う
ん
て

ん
し
て
る
の
、
だ
あ
れ
？（
ミ
シ
ェ

ル
・
ゲ
）▼
菜
の
子
先
生
は
ど
こ
へ

行
く
？（
富
安
陽
子
）・
・
・
等

《
中
学
生
・
高
校
生
》

▼
メ
ジ
ル
シ（
草
野
た
き
）▼
地
球

を
救
う
エ
コ
数
字（
左
巻
健
男
）

▼
マ
グ
ロ
が
減
る
と
、
カ
ラ
ス
が

増
え
る
？（
小
澤
祥
司
）▼
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
殺
人
事
件（
鯨
統
一
郎
）

…
等

《
一
般
》

▼
虹
よ
消
え
る
な（
小
川
国
夫
）

▼
マ
ネ
ー
ロ
ー
ド（
二
郎
遊
真
）

▼
切
羽
へ（
井
上
荒
野
）▼
Ｒ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
Ｋ
Ｏ（
林
真
理
子
）▼
枕
女
優

（
新
堂
冬
樹
）▼
恋
人
た
ち（
野
中

柊
）▼
皇
后
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
の

お
い
し
い
人
生（
藤
本
ひ
と
み
）

▼
金
色
の
野
辺
に
唄
う（
あ
さ
の

あ
つ
こ
）▼
さ
よ
な
ら
渓
谷（
吉
田

修
一
）
▼
東
京
島（
桐
野
夏
生
）

▼
も
う
、
さ
よ
な
ら
は
言
わ
な
い

（
榊
邦
彦
）▼
夜
の
桃（
石
田
衣
良
）

▼
い
す
ゞ
鳴
る（
山
本
一
力
）▼
銀

河
不
動
産
の
超
越（
森
博
嗣
）▼
荒

野（
桜
庭
一
樹
）▼
何
も
持
た
ず
存

在
す
る
と
い
う
こ
と（
角
田
光
代
）

▼
茨
の
木（
さ
だ
ま
さ
し
）▼
年
下

の
男
の
子（
五
十
嵐
貴
久
）▼
義
弟

（
永
井
す
る
み
）▼
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ュ
ー
ス（
マ
ー
ゴ
・
ラ
ナ
ガ
ン
）

▼
エ
ア（
ジ
ェ
フ
・
ラ
イ
マ
ン
）

▼
ア
フ
ガ
ン
の
男　

上
・
下（
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
）・
・
・

等

図
書
館
員
お
す
す
め
の
本

★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石

★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
秘
密
の
部

屋
★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ
ガ
バ

ン
の
囚
人

★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
炎
の
ゴ
ブ

レ
ッ
ト　

上
・
下

★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥
の

騎
士
団　

上
・
下

★
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ

ン
ス　

上
・
下

　

今
月
い
よ
い
よ
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
の
最
終
巻
が
出
版
さ
れ
ま
す
。

そ
の
前
に
ぜ
ひ
シ
リ
ー
ズ
全
巻
を

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
！
最
終
巻
の
タ
イ
ト
ル
は
・
・
・

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
』

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に

◎
７
月
１
日（
火
）午
前
９
時
か
ら

予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
〈
一
日
図
書
館
員
体
験
学
習
〉

　

本
が
好
き
な
人
。
将
来
図
書
館

で
働
き
た
い
人
。
図
書
館
で
は
毎

日
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期　

日

◎
７
月　

日（
水
）か
ら
同　

日

２３

２５

（
金
）ま
で
と
７
月　

日（
火
）

２９

◎
８
月　

日（
火
）か
ら
同　

日

１２

１５

（
金
）ま
で

図
書
館
だ
よ
り

時　

間

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場　

所

　

市
中
央
図
書
館

定　

員

　
　

人（
１
日
に
２
人
ず
つ
）

１６
対
象
者

　

市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
未
経
験
者

内　

容

　

図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却
手
続

き
・
書
棚
の
整
理
な
ど

申
込
期
間

　

７
月
２
日（
水
）か
ら
同　

日
１３

（
日
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
来
館
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
３
館
ど
こ
で

も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

 

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
７
月
は
第
３
週
は
休
み
）

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

　
　
（
７
月
は
第
４
週
は
休
み
）

７月の休館日開 館 時 間

７日、１４日、２２日、
２８日

平日　午前９時～午後８時
土曜・日曜日・祝日
　　　午前９時～午後６時

中央図書館 
(��2105)

４日、１１日、１８日、
２５日

　　　午前９時～午後６時

高尾野図書館
(��5452）

野田図書館    
 (��3100)
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国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
対
し
、「
保
険

料
免
除
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
負
担
能
力
に
応
じ
た
、
き

め
細
や
か
な
所
得
基
準
を
導
入
し
、

で
き
る
だ
け
納
付
し
や
す
い
よ
う

に
、
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予（　

歳
未
満
が
対
象
）・
４
分
の

３０
３
免
除
・
半
額
免
除
・
４
分
の
１

免
除
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
放
置
せ
ず
に
市
役
所
・
各
支

所
の
年
金
担
当
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
平
成　

・　

・　

年
度
に
全
額

１７

１８

１９

免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
方
で
継
続
審

査
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん（
継
続

審
査
の
結
果
、
免
除
が
却
下
と

な
っ
た
場
合
は
一
部
免
除
が
可

能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
担
当
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）。

※
平
成　

年
度
の
免
除
申
請
は
平

１９

成　

年
７
月
末
ま
で
の
受
け
付

２０
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　
１９

年
７
月
か
ら
平
成　

年
６
月
分

２０

の
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁

　
　

市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課　

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

悪
質
な
マ
ル
チ
商
法
で
は
、
商

品
購
入
や
登
録
料
を
払
っ
て
販
売

組
織
に
入
会
し
、
友
人
や
知
人
な

ど
を
紹
介
す
れ
ば
高
収
入
が
得
ら

れ
る
と
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
ま
す
。

　

こ
の
商
法
で
販
売
や
勧
誘
活
動

を
行
う
場
合
に
は
、
特
定
商
取
引

法
の
中
の
連
鎖
販
売
取
引
に
関
す

る
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
挙
げ
る
�
〜
�
の
規
制
対

象
行
為
は
、
マ
ル
チ
商
法
を
始
め

た
人
だ
け
で
な
く
、
あ
と
か
ら
加

入
し
た
人
が
他
の
人
へ
の
勧
誘
に

お
い
て
行
っ
た
場
合
で
も
罪
を
問

わ
れ
る
も
の
で
す
。

�
勧
誘
の
本
当
の
目
的
を
告
げ
な

い（
事
実
不
告
知
）。

�
嘘
を
告
げ
る（
不
実
告
知
）。

�
威
圧
的
に
迫
る
、
困
惑
さ
せ
る

行
為

�
公
衆
の
出
入
り
し
な
い
場
所
で

の
勧
誘

�
広
告
の
記
載
義
務
違
反

�
誇
大
広
告　

�
書
面
交
付
義
務
違
反

　

契
約
し
て
、
商
品
を
受
け
取
っ

て
い
て
も　

日
以
内
で
あ
れ
ば
、

２０

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
�
〜
�
の

よ
う
な
規
制
対
象
行
為
を
勧
誘
の

際
に
受
け
て
い
れ
ば
、
契
約
の
取

り
消
し
を
主
張
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
自
分
が
被
害

者
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
加
害
者

に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
消

費
生
活
相
談
員
が
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
万
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
被
害
に
あ
わ
な
く
て
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
本

庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
�
４
０
４
２
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

悪
質
な
マ
ル
チ
商
法
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
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国
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方
で
、
免
除
申
請
を
さ
れ
た
い

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

◎
印
鑑（
本
人
の
場
合
は
不
要
）

◎
失
業
等
の
場
合
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　

▼
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

▼
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

◎
出
水
市
で
所
得
額
が
把
握
で
き

な
い
方
の
場
合

　

▼
所
得
証
明
書

　

▼
源
泉
徴
収
票

相
談
日　

７
月　

日（
木
）

２４

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

本
庁
大
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
か
ら
平
成　

年
度

２０

の
免
除
申
請
の
受
け
付
け
が

始
ま
り
ま
す

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

納付額
（円）

将来の年金額
（国庫負担１/３の場合）所得基準額保険料免除の種類

０１／３５７万円＋３５万円×扶養人数全　額　免　除

００５７万円＋３５万円×扶養人数若年者納付猶予
（３０歳未満が対象）

３，６００１／２（７８万円＋３８万円×扶養人数）＋社会保険料控除額等４分の３免除（４分の１納付）

７，２１０２／３（１１８万円＋３８万円×扶養人数）＋社会保険料控除額等半額免除（２分の１納付）

１０，８１０５／６（１５８万円＋３８万円×扶養人数）＋社会保険料控除額等４分の１免除（４分の３納付）

申請免除の所得基準額　　　　　　　（平成２０年度保険料　月額１４，４１０円）

※本人・配偶者・世帯主がそれぞれ一定の基準額以下の場合、免除の対象となります。
　（若年者納付猶予の場合は本人と配偶者）。
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２００８年　夏祭りいずみ

『『『『『『『『『『『鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴　翔翔翔翔翔翔翔翔翔翔翔　祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭』』』』』』』』』』祭』
７月２６日（土）・２７日（日）開催

おお らら せせ知知

　夏の風物詩である夏祭りいずみ「鶴翔祭」を開催します。今年は、鶴翔祭オリジナルうち

わを１枚１００円で販売します。このうちわにはシリアルナンバーが印字してあり、このナ

ンバーを使用して７月２７日（日）の演芸大会で抽選会を行います。運が良ければ、液晶テレ

ビなどすばらしい景品が当たるかも！

　このオリジナルうちわをみんなでもって夏祭りいずみ鶴翔祭に参加しよう！！！

※　売上の一部は、夏祭りいずみ鶴翔祭の運営資金としてご協賛いただきます。

うちわの販売場所
出水商工会議所、�さつま出水青年会議所　

景　品
　液晶テレビ、任天堂Ｗｉｉ、出水市共通商品券など　

問い合わせ先　出水商工会議所（��１３３７）

　　　　　　　�さつま出水青年会議所（��１４５９）

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月222222222222222222222666666666666666666666日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日７月26日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土）））））））））））））））））））））（土）　午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時午後６時から同９時
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街場所：本町アーケード街

★出陣式・パレード
マーチングバンドや仮装・みこしパレードが
繰り出します。

★みこし担ぎ競争
タイムトライアル！みこしが街を駆け抜けま
す。

★市民総踊り大会
思い切り踊って夏の暑さを吹き飛ばしましょ
う。

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月222222222222222222222777777777777777777777日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日７月27日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日）））））））））））））））））））））（日）
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場所：市総合運動公園多目的広場

★出店もたくさん（午後４時～同８時）
特産品協会や飲食業組合による出店がたくさ
ん並びます。

★フリーマーケット 我  楽  多 市（午後４時～同７時）
が らく た

大人気のフリーマーケット。掘り出し物がた
くさんあります。

★演芸大会（午後４時～同８時）
市内の各団体の発表やくじの当選発表がある
よ。

★花火大会（午後８時～同９時）
祭りの締めくくり、約４，０００発の花火が上が
ります。

問い合わせ先
　２００８夏祭りいずみ実行委員会
　（出水商工会議所内　��１３３７）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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広
瀬
清
流
太
鼓
の
奉
納
太
鼓
に
熱
心
に
拍
手

を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
」は
、
こ

れ
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に
市
に
寄
付
を
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
交
流
懇
談
会
の
席
上
、
４

月
１
日
に
市
が
設
置
し
た「
出
水
市
ツ
ル
と

歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」の
第
１
号
と
し
て

寄
付
を
い
た
だ
く
な
ど
、
日
頃
か
ら
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
と
と
も
に
ご
貢
献
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
ふ
る
さ
と
交
流
ツ

ア
ー
を
定
期
的
に
企
画
し
た
い
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
の
関
東
方
面
で
ご
活
躍
中
の

「
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
」の
中
村
節
会
長

（
安
原
出
身
）を
は
じ
め
会
員
の　

人
が
、
５

１６

月　

日
か
ら
６
月
１
日
に
か
け
て
米
ノ
津
川

３１
の
鮎
漁
解
禁
に
合
わ
せ
て
帰
郷
さ
れ
、
ご
先

祖
の
お
墓
参
り
や
ふ
る
さ
と
で
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

旧
出
水
市
時
代
の
平
成　

年
以
来
８
年
ぶ

１２

り
に
企
画
さ
れ
た
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、　

日
３１

は
篤
姫
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
市
内
観
光
と
ゴ

ル
フ
組
に
分
か
れ
、
夜
は
地
元
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
懇
談
会
、
翌
日
の
広
瀬
川
河
原
で
鮎

漁
を
見
物
し
な
が
ら
の
朝
食
会
で
は
、
捕
れ

た
て
の
鮎
料
理
に
舌
鼓
を
打
た
れ
な
が
ら
、

「
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
」ふ
る
さ
と
交
流
ツ
ア
ー

　

市
で
は
、
本
庁
庁
舎
内
の
掲
示
板
や
廊
下
、

階
段
等
の
壁
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
、
市
民
の

方
々
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
絵
画
や
風
景

写
真
な
ど
の
ほ
か
、
第
２
回
、
第
３
回
い
ず

み
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
展

示
し
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
尾
野
支
所
の
東
口
ロ
ビ
ー
に
は
、

高
尾
野
陶
芸
教
室
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
来
庁
の
際
は
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
庁
庁
舎
内
の
作
品

　

丁　
　

政
彦
さ
ん（
城
山
南
）作
・・・
写
真

　

竹
添　

せ
つ
さ
ん（
西
町
）作
・・・
水
彩
画

　

加
治
屋
和
男
さ
ん（
中
郡
）

　
　

出
展（
子
息
作
品
）・・・
油
絵

　

牛
込　

勲
さ
ん（
六
月
田
下
）作
・・・
油
絵

　

川
崎　

照
男
さ
ん（
沖
田
）作
・・・
油
絵

　

故
・
梶
原
照
和
さ
ん（
大
田
原
住
宅
）
作
・・・
油
絵

　

池
上　

寛
子
さ
ん（
西
町
）作
・・・
油
絵

市
庁
舎
が
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
！

高
尾
野
支
所
内
の
作
品

　

高
尾
野
陶
芸
教
室
の
皆
さ
ん
・・・
陶
芸

※
作
品
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
本
庁
総
務
課
行
政
係（
�
�

４
０
２
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月　

日
に
は
、
森
下
成
子
さ
ん（
千
本

２３

付
）が
市
長
室
を
訪
れ
、
渋
谷
市
長
に「
た
か

さ
ご
」と
題
し
た
つ
ま
み
絵
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

※
つ
ま
み
絵
は
、
正
絹
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ

ま
ん
で
作
る
伝
統
手
芸
で
す
。

市
内
観
光
・
ゴ
ル
フ
・
鮎
漁
解
禁
見
物
で
ふ
る
さ
と
を
満
喫
！

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」に
第
１
号
の
寄
付
も
！
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上
場
高
原
に
上
場
活
性
化
施
設「 
秋
桜  
館 
」

こ
す
も
す 
か
ん

が
完
成
し
、
５
月　

日
、
地
区
の
住
民
ら
約

２８

　

人
が
参
加
し
て
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

７０
　

こ
れ
は
、
食
と
農
を
学
び
、
地
域
の
振
興

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
鹿
児
島
県

の
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を
活
用

し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

館
内
に
は
、
交
流
室
や
乳
製
品
加
工
体
験

室
、
大
豆
加
工
体
験
室
な
ど
が
あ
り
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー
、
蒸
し
パ
ン
、
味
噌

づ
く
り
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

上
場
自
治
会
長
の
前
田
正
道
さ
ん
は「
体

験
に
つ
い
て
は
上
場
地
区
民
が
講
師
と
な
り

ま
す
の
で
、
育
成
会
の
活
動
等
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
農
林
水
産
課
農
畜
産
係

　
　
（
�
�
４
０
５
６
）

　

５
月　

日
、
本
市
の
総
合
運
動
公
園
な
ど

２０

で
、
鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

県
や
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど　

機
関
と

６３

住
民
ら
約
１
千　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４００

　

同
訓
練
は
、
毎
年
、
県
内
を
持
ち
回
り
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
本
市

で
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に
大

雨
で
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
も
あ
る
と
の
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
避
難
訓
練
で
は
、
平
成　
１８

年
の
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
で
浸
水
被
害

受
け
た
米
ノ
津
川
、
江
内
川
お
よ
び
野
田
川

流
域
の
自
治
会
員
が
参
加
し
、
地
域
ご
と
に

避
難
ロ
ー
プ
を
使
い
な
が
ら
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
水
難
救

助
訓
練
や
隣
接
市
町
の
消
防
応
援
隊
、
県
警

広
域
緊
急
援
助
隊
や
自
衛
隊
と
の
合
同
救
出

救
護
訓
練
も
あ
り
、
相
互
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
迅
速
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練

を
実
施

　

第
８
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会
の
鹿
児
島
県
代
表
選
手
が
、
６
月
５
日
、

市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
鹿
児
島
県
代
表
選
手
に
選
ば
れ

た
の
は
、

男
子
形
の
部
…
�
山
力
卓
君
、
下
薗
尚
平
君
、

今
村
幹
太
君
、
森
枝
雄
真
君

女
子
形
の
部
…
下
薗
莉
子
さ
ん
、
森
枝
珠
希

さ
ん
、
茂
原
舞
さ
ん

男
子
組
手
の
部
…
辻
村
天
盛
君
、
児
玉
涼
君

女
子
組
手
の
部
…
法
福
菜
々
美
さ
ん
、
井
上

彩
花
さ
ん
で
す

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
選
手
団
の
総
監
督
は
杉

本
尚
喜
さ
ん（
栄
町
）が
務
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
同
大
会
は
８
月
９
日
、　

日
に
東

１０

京
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
に
出
場

　

６
月
６
日
、
出
水
中
央
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
松
下
次
男
理
事
長
ら
が
市
長
室
を
訪
れ
、

第
５
回
全
日
本
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
鹿
児
島
県
予
選
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
５
月　

日
に
阿
久
根
市
で
行
わ

１７

れ
た
、
同
予
選
会
に
、
本
市
の
Ｋ
Ｏ
Ｃ
金
太

郎
チ
ー
ム（
野
�
一
敏
監
督
）と
Ｔ
Ｋ
ク
ラ
ブ

（
兒
島
喜
一
郎
監
督
）が
出
場
。
両
チ
ー
ム
と

も
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
を
本
市
か
ら
出
場
し

た
２
チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
と
な
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ

金
太
郎
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
金
太
郎
チ
ー
ム
が
全
国
大

会（
山
梨
県
甲
府
市
・
甲
斐
市
、
８
月
２
日

〜
４
日
）へ
出
場
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
金
太
郎
チ
ー

ム
と
Ｔ
Ｋ
ク
ラ
ブ
が
九
州
大
会（
宮
崎
県
日

向
市
、　

月　

日
〜　

日
）へ
出
場
す
る
こ

１０

１１

１２

と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｃ
金
太
郎
が
全
国
大
会
へ
！

 
秋
桜  
館 
が
オ
ー
プ
ン
！

こ
す
も
す 
か
ん

写真左から松下理事長、野写真左から松下理事長、野��監督、渋谷市長、兒島監督監督、渋谷市長、兒島監督
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　野付弘さん（千間山、写真左）が本年度の農業者年
金事業の推進功労者の表彰を受賞されました。
　また、出水市農業委員会（御領一晴会長、写真中
央）が、農業者年金基金理事長賞を受賞し、５月２１
日、渋谷市長に受賞の報告を行いました。

農
業
者
年
金
事
業
に
尽
力
！

　５月１１日と同２９日に第４９回市長旗争奪市内高等
学校野球大会が開催されました。
　この大会には、市内の出水商業高校、出水工業
高校、出水高校、出水中央高校の４チームが参加
し、総当たりで試合が行われ、出水高校が３年ぶ
り１１回目の優勝を果たしました。

　出水管工事協同組合（２３社、樋口周一理事長）の組
合員が、６月３日、下水流小学校、野田中学校、出
水中学校の３校で、水道施設の点検や修繕を行いま
した。これは、水道週間（６月１日から同７日）に合
せ、同組合が、ボランティアで行っているもので、
平成１５年から市内の小・中学校で実施しています。

水
道
週
間
に
奉
仕
活
動

　荘中学校が創立５０周年迎え、５月１８日、同中学
校で約６０人が参加して５０周年記念式典が開かれました。
　また、ＭＢＣラジオのパーソナリティーを務め
る宮原悦子さんの「中学生に伝えたいこと」と題し
た記念講演会があり、生徒や保護者ら約１００人が宮
原さんのユーモアのある講演を楽しみました。

荘
中
学
校
が
創
立　

周
年

50

出
水
高
校
が
３
年
ぶ

り
に
優
勝
！

　第５０回ＮＨＫ旗争奪鹿児島県選抜高校野球大会で、
出水商業高校が１回戦、２回戦、３回戦を勝ち進み、
見事、ベスト４に進出。準決勝では、鹿児島実業高
校との対戦となり、１点を争う好ゲームとなりまし
たが、一歩及ばず、３対４で惜敗しました。
　夏の全国高等学校野球選手権鹿児島大会での活躍
が期待されます。

　５月２７日、針原自治会が全国治水砂防協会から表
彰され、山�昌和自治会長と古川守さん（前自治会
長）が市長室を訪れ、報告を行いました。これは、平
成９年７月の針原川土石流災害で犠牲になられた方々
の冥福を祈り、災害の教訓を後世に伝える慰霊碑を建
立するとともに針原川災害復興記念公園の管理活動
等を続けてこられた功績により表彰されたものです。

出
水
商
業
高
校
が

ベ
ス
ト
４
に
進
出

地
域
の
復
興
に
尽
力

写真左から山写真左から山��さん、古川さん、渋谷市長さん、古川さん、渋谷市長
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

７　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１７
（木）

�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［夜］１
（火） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１８
（金）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］２
（水） �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１９
（土）

�○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科［夜］３
（木） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］４
（金） �○６２ ０１６７栄 町内・小児科二宮医院［当］

２０
（日）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６３ １１１２鹿 島皮膚科よう皮ふ科医院［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
５
（土） �○７２ １０４１（阿久根市）整外科植村整形外科［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［当］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６３ ７７０７向 江小児科キッズクリニック［当］

６
（日）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［当］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］

�○６７ １８６１六月田中内・外・胃腸・整形科東医院［当］

２１
（月）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

�○８２ ３９９８大久保内・皮膚・精神科奥田蘇明会医院［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７３ ４１８０（阿久根市）産婦・内科有村産婦人科・内科［当］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］７
（月） �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］８
（火） �○７３ １５５１（阿久根市）内・外・泌尿器科内山病院［夜］２２

（火）
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］９
（水） �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２３

（水）
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１０
（木） �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］２４

（木）
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］１１
（金） �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２５

（金）
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１２
（土） �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２６
（土）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］

�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］�○６２ ８２００向 江循環器・内科福永内科循環器科［当］

１３
（日）

�○６７ ５５６０今釜西内・神経内科つかさとクリニック［当］

２７
（日）

�○６３ ７８００沖 田泌尿器科よしだ泌尿器科クリニック［当］

�○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［当］�○７３ ３６３９（阿久根市）内・外科林胃腸科外科［当］

�○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［当］�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］

�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［夜］１４
（月） �○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［夜］２８

（月）
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６２ ０４１９諏訪馬場精神・内科出水病院［夜］１５
（火） �○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］２９

（火）
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１６
（水） �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］３０

（水）
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］３１
（木） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
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広告規格　■フルカラー・５４×８７��
広 告 料　■１枠１５，０００円（税込み）
　　　　　■５４×１７８��も可（この場合、３０，０００円となります。）
掲載単位　■広報いずみ発行１回ごと
　　　　　■複数回にわたる掲載も可能です。

【申込・問い合わせ先】
　本庁政策経営部政策経営室政経広報係�０９９６�４０３４（直通）
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ク
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カ
ツ
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名
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シ
ズ
ヱ　
　
　

大
久
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８０
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野　

道　

祥　
　
　

日　
　

添

７３
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岡　

チ　

ヨ　
　
　

針　
　

原

１０４

除　

川　

フ
ヂ
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上
水
流

９７

好　

見　

玲　

子　
　
　

千
本
付

７７

田　

畑　

多　

熊　
　
　

本
町（
高
尾
野
）
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森　

津
美
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下
餅
井

７５

長　

田　

ミ
ツ
エ　
　
　

沖　
　

田

８７

田　

島　

眞　

一　
　
　

鹿　
　

島

７０

二　

宮　

ト
ミ
キ　
　
　

荘　
　

上

９４

井　

島　

政　

秋　
　
　

平
松
団
地

６０

川　

畑　

國　

雄　
　
　

今　
　

村

８９

尾　

上　

キ
ヨ
子　
　
　

櫓　
　

木

８０

（
５
月
８
日
〜
６
月
２
日
届
け
出
分
）

井　

上　

イ
ク
ヨ（
鮎
川
）

田　

島　

祐　

二（
鹿
島
）

川　

畑　

ス
ミ
エ（
今
村
）

井　

島　

照　

子（
平
松
団
地
）

長　

田　

篤　

廣（
沖
田
）

尾　

上　

ミ
ヨ
子（
櫓
木
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

【
訂
正
と
お
わ
び
】

　

先
月
号
の　

�
、『
ご
寄
付
あ
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り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』の
欄

で
、
加
治
屋
和
男
さ
ん
が（
八

幡
・
野
田
）と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
加
治
屋
和
男
さ
ん
は（
中
郡
）

の
誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
政
策
経
営
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
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ご
寄
付
あ
り
が
と
う
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ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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お
誕
生
お
め
で
と
う
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ご
ざ
い
ま
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お
誕
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お
め
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と
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お
誕
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お
め
で
と
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ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
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ご
め
い
福
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まままま
すすすす

お
祈
り
し
ま
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（６月１日現在：住民基本台帳）

２万４，１２８（＋１６）世 帯 数
５万７，３７１（＋１２）人　　口
２万６，８８２（＋ ３）男
３万　４８９（＋ ９）女

５３出　　生
５８死　　亡
１０８転　　入
９４転　　出

（　）内は前月比

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局
７月　６日

元町（出水）�○６７ ３６０８歯 科徳 森 歯 科 医 院

向　　 江�○６３ ７７００さ く ら 薬 局

下　　 山�○６４ ２２１１し も ず る 薬 局

７月１３日

米ノ津駅通り�○６７ ５８４４歯 科し お 歯 科 医 院

向　　 江�○６４ １４００か り ん 薬 局

沖　　 田�○６４ １１３２こ が ね 薬 局

７月２０日

（阿久根市）�○７３ ０５０８歯　 科橋 口 歯 科 医 院

鹿　　 島�○６３ ７３２２あ す か 薬 局

７月２１日

春 日 町�○６２ ０６０１歯　 科村 岡 歯 科 医 院

六月田下�○６７ ２０５５あ じ さ い 薬 局

７月２７日

仲町（野田）�○８４ ４７００歯　 科太田歯科クリニック

今 釜 西�○６５ ７５５０い ま が ま 調 剤 薬 局

栄　　 町�○６３ ４３００ク レ イ ン 調 剤 薬 局

※第５５回自治会対抗野球大会（１２日、１９日、２０日、２６
日、８月２日・市野球場ほか）
※夏祭りいずみ「鶴翔祭」（２６日、２７日）
５日（土）�市民体育大会総合開会式（午後２時・市文

化会館）
６日（日）�市消防団消防ポンプ操法大会（午前９時・

市多目的広場）
　　　　�高嶋ちさ子１２人のヴァイオリニスト　コン

サート（午後２時・市文化会館）
　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）、１３日（同）
１２日（土）�植物観察・採集会（午前１０時３０分・野田中

学校周辺）
１３日（日）�鹿児島県知事選挙投票日（午前７時～午後

７時・市内３６投票所）
１８日（金）�市海洋公園プール・海の家オープン（午後

１時・市海洋公園プール）
１９日（土）�貝観察・採集会（午後２時・野口公園）
２１日（月）�上場高原コスモス植栽（午前９時・上場高

原コスモス園）
２４日（木）�市内小学校水泳記録会（午前９時・市民

プール）
２６日（土）�出水市民大学（午後２時・市音楽ホール）
２７日（日）�ふるさと出水クリーン作戦（午前６時３０

分・市内一円）
３１日（木）�海区漁業調整委員会委員選挙投票日（午前

８時～午後４時・米ノ津公会堂、江内北部
コミュニティセンター）

【椋鳩十先生直筆色紙が寄贈されました】
　日本を代表する児童文学作家で、親子読書運動の提
唱者でもある椋鳩十先生が生前書かれた色紙が市立図
書館へ寄贈されました。
　寄贈してくださったのは、中島征士さん（清水）です。
椋先生と交流のあった中島さんの父親から譲り受けた
もので、元中学校教員の中島さんは、この色紙に書か
れた言葉が生徒たちの心に深く感銘を与えると考え、
在職中、勤務先の中学校に掲示されていたそうです。
　色紙は、「感動は人生の窓を開く」と「吾道一以之貫」
の２枚です。
　中央図書館に展示してありますので、味わい深い椋
先生の直筆を間近でご覧ください。

「感動は人生の窓を開く」
椋先生は、「人間は、
何に出会い、何に感動
するかということが大
事。特に本の感動は大
きい」の言葉を残して
います。

「吾道一以之貫」
「吾が道、一以ってこれ
を貫く。」
わたしは、終生一貫し
た変わらぬ道を歩いて
きた。（曾子に語った
孔子のことば）
「中国古典名言辞典」
（講談社）



■発行　出水市　　　■編集　政策経営部政策経営室 
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町１番３号 
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-63-0680 
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保７番地 
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-82-2399 
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地 
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-84-2078 
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/ 
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp 広報いずみ２００８（平成２０年）７/１号　   ○24

2006（平成18年） ） 

■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

キ
ジ
が
、
日
本
の
国
鳥
で
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
？
一
万
円
札
の

裏
面
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。　

　

キ
ジ
は
、
本
州
と
四
国
、
九
州
だ

け
に
自
然
分
布
す
る
日
本
固
有
種
で
、

平
地
か
ら
低
山
に
か
け
て
の
草
地
や

農
耕
地
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

繁
殖
期
は
つ
が
い
か
一
夫
多
妻
で
、

非
繁
殖
期
は
雌
雄
別
々
の
群
れ
に

な
っ
て
生
活
し
ま
す
。

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
に
は
、
館
の
周

り
を
毎
日
見
回
り
し
て
い
る
オ
ス
の

キ
ジ
が
い
ま
す
。
先
日
、
館
の
職
員

が
キ
ジ
に
威
嚇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
い
け

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
繁
殖
期
の
オ

ス
は
、
赤
い
肉
腫
が
肥
大
し
、
縄
張

り
争
い
の
た
め
に
赤
い
も
の
に
対
し

て
攻
撃
的
に
な
り
ま
す
。
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キジ（雄）

　花柳糸之さんが、「夏祭りな
どで使用してください」と 提 灯   

ちょう ちん

３００セットとグリーンシダレを
本市に寄贈されました。
　糸之さんは、本市栄町の出身
で故花柳啓之氏に師事され、Ｎ
ＨＫ紅白歌合戦やフジテレビス
ターかくし芸大会、ＴＢＳレコー
ド大賞などに長年にわたり携
わっておられます。
　また、文化交流にも貢献され、ブラジル政府から文
化貢献勲章を授与されたほか、日本チアリーディング
協会理事を務められ、アメリカ合衆国テネシー州メン
フィス市から名誉市民の称号を贈られるなど多岐にわ
たりご活躍されております。

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸糸之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之さささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんががががががががががががががががががががががががががががががががが提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯とととととととととととととととととととととととととととととととととシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレををををををををををををををををををををををををををををををををを寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈花柳糸之さんが 提  灯 とシダレを寄贈
ちょう ちん

　毎月２回、紙芝居や絵本の
読み聞かせを実施しています。
　子どもたちは、毎回、とて
も楽しみにしています。

　杵と臼を使い、昔ながらの
餅つきを体験しました。
　つきたてのお餅は柔らかく
て、とてもおいしいでした。

　長寿会のみなさんと、触れ
合いを楽しみながら、ホクホ
クとしたおいしい焼き芋を味
わうことができました。

　自分たちで収穫した野菜を
使い、カレーを作りました。
　みんなで楽しく料理し、と
てもおいしくいただきました。
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園児数：72人 
【目指す園児像】 

米ノ津東小学校附属幼稚園 

★元気でがんばる子ども 
★心豊かでやさしい子ども 
★よく考え行動する子ども 

幼児ひとりひとりの生きる力をはぐくむ教育幼児ひとりひとりの生きる力をはぐくむ教育
～いろいろな体験活動を通して～～いろいろな体験活動を通して～

『今月の問題』
　土星の環は何でで
きているでしょう。
　
　Ａ　氷
　Ｂ　星のかけら
　Ｃ　ガス
　
☆答えはホームペー
ジか来月号で
（先月号の答えは、
　Ｃのかめ座でし
た。）

寄贈された 提  灯 とグリーンシダレ
ちょう ちん

【カレー会】【カレー会】 【触れ合い焼き芋会】【触れ合い焼き芋会】 【触れ合いもちつき会】【触れ合いもちつき会】 【保護者による読み聞かせ】【保護者による読み聞かせ】


